











戦後の新 しい学校教育が始 って50数年が経過 した｡この間に社会状況は非常に目まぐるし
く変化 してきた｡それは平和で豊かな社会に向けての経済的な活動の結果でもある｡この













れており,現在 も体育科 (保健)や理科を始めとした教科での学習が展開されている｡ し





事:長崎大学教育学部 = :長崎市立戸町小学校 … :奈良先端科学技術大学院大学





生口授｣や ｢修身口授｣の中にその内容が盛 り込まれていたた (3,4)｡例えば,明治33年の



















教科間の連携や学年間のつながりに配慮されなければならない ｡ しか し,学習指導要領と
教科書を見る限りではその傾向は伝わってこない｡それよりも,理科,体育科,家庭科の










るのかもしれない ｡ しか し,バクテ リアやウィルスそ して腐敗への危険が減 っているわけ
ではない｡十分な検討が必要であろう｡
橋本健夫 ･若杉敏彦 ･谷口一也 :健康をテーマとした総合的な学習の編成と実施に関する一考察 3
表 1 学習指導要領にみる学校に､おける健康(辛.関係する学習の変遷
壁 .料 体育科 (保健) 家庭科 道 徳
昭和22年 ⑥ ｢私タチノカラダ｣ ①～③｢身体の清潔｣衣食住の衛生｣休養,睡眠｣皮膚 摩擦姿勢｣｢身体の測定｣病気 予防傷等 防止④ ⑥看護法｣｢救急処置
昭和33年 ② ｢歯の清潔｣ ⑤ ｢健康な生活｣ ⑤ ｢衛生的な著方｣ ①～⑥ .
③ ｢人のからだ｣ ｢身休の発育状態や健' ｢食物の栄養｣ ｢生命尊重｣
(彰 ｢自分の休と働き｣ 康状態｣ ｢すまL.'の清掃｣ ｢健康増進｣
⑤ ｢病原体と寄生虫｣ ⑥ ｢病気の予防｣ ⑥ ｢栄養のとり方｣ ｢安全保持｣
⑥ ｢人体のつくりや働き｣ ｢傷害の防止｣ ｢健康なすまい方｣
昭和43年 6)｢人休の骨と筋肉｣ ⑤ ｢心身についての理解｣ (9｢衛生的な書方｣ ①～⑥
⑥ ｢人体の成長｣ ｢健康な生活｣ ｢食物の栄華｣ ｢生命尊重｣
｢目 .耳 .歯の障害と ｢すまいの清掃｣ ｢健康増進｣
予防｣(む ｢かかりやすい病気とけがの種類と防止｣学校生活と健康｣ ⑥ ｢栄養のとり方｣健康なすまい方｣ ｢安全保持｣
昭和52年 ⑥ ｢呼吸,消化,血液の (9 ｢体の発育｣ ⑤ ｢保健衛生的な書方｣ ①～⑥
循環｣ ｢けがの防止｣ ｢食物の栄養｣ ｢生命尊重｣
⑥ ｢病気の予防｣ ｢家庭における役割｣ ｢健康増進｣-
｢健康な生活｣ ⑥ ｢日常着の手入れ｣栄養のとり方｣健康な住まい方 ｢安全保持｣
平成元年 ③ ｢人のからだのつくり｣ ⑤ ｢体の発育と心の発 ⑤ ｢栄養素と働き｣ ① .② .
④ ｢人のくらしと時刻, 達｣ ⑥ ｢栄養と食物｣ 1-丁健康や安全｣
季節｣ ｢けがの防止｣ ｢安全な住まい方｣ 3｢命の大切さ｣
⑤ ｢男女と母体内の胎児｣ ⑥ ｢病気の予防｣ ③ .④
⑥ ｢人体,人間の生活と環境｣ ｢健康な生活｣ 3 ｢生命の尊さ｣6).⑥自他 生命尊重｣
平成 10年 ⑤ ｢人の発生｣ ③ .④ ⑤ .(砂 ① .②
⑥ ｢呼吸,消化,血液の ｢健康によい生活｣ ｢家庭生活｣ 1｢健康や安全｣
循環｣ ｢体の発育 .発達｣ ｢衣服の手入れ｣ 3｢命の大切さ｣




学年 教科等 健康の大切さ . 心 けが,病気 体力づくり . 体のつくりと働き
12 生活 ･規則正 しく健康に気を付けるo
体育 ･体力を養う
34 体育 ･健康の大切さを認識する〇によい生活の仕方を理解する○ ･休力を養う ･身体の発育 .発達を理解する〇第2次性徴を理解するo
56 理科 ･動物の発生 .性徴を理解する〇体内 呼吸,消化,排出,循環を理解する○
家庭 ･家庭生活,衣脂,食事 住まいに関心を持 ･食品の栄養的な特徴とその吸収を理解するo
体育 ･健康によい生活 ･心の発達及び不 ･けがの防止につ ･自己の体力や体 ･病気の予防につ
行動を自ら実践 安,悩みへの対 いて理解するo の状態に応 じて いて理解する○
する○ 処 仕方につい 簡単な手当てが 体はぐしの行い
て理解するo できるようにするo 方や休力の高めを工夫するo
全学年 道徳 ･健康や安全に気をつけ,規則正しい生活を行うo ･他人とのかかわりや社会とのかかわりについて考えるo













など10数項目を記載 した調査用紙を送付 し,その回答を返送 して頂 く方法
を採用 した｡
② 第 2回目の調査
対 象 :第 1回目と同じ小学校教諭 120名
回答者数 :52名 (回答率43%)
調査方法 :｢教諭が受けてきた健康教育｣や ｢現代の健康教育｣など10数項目を記載


















































③発熱 - 8 ､11.
④無回答 .3 4■



















回答者琴択肢 発 熱 頭 痛 腹 痛 下 痢 おう吐回答者数 -回答者致 回答者数 回答者数 回答者数名(%) 名(%) 名(%) 名(%) 名(%)
①知りたい 31.(59) 40(.77) 39(75) 36(69) 40.(77)
②知らなくても良い 3(6) 6(6) 3(8) 4(8) 3(6)
③すでに知っている 17(33) 8(15) 9(17) ll(21) 8(15)
④無回答 1('2) 1(2) 1(2) 1(2) 1(2)
合 計 52(100) 52(100) 52(100). 52(100) 52(100)

























































回答者選択肢 発 熱 頑 痛 腹 痛 下 痢 おう吐回答音数 回答音数 回答者数 回答者数 回答音数名(%) 名(%) 名(%) 名(%) 名(%)
①教えた方がよい 37(71) 27(52) 35(87) 33(63) 30(57)
②どちらでもよい ll(21) 19(37) 12(23) 12(23) 15(29)
③教えなくてもよい 3(6) 5(9) 4(8) 6(12) 6(12)
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最終的には ｢健康 って素晴 らしい′大切 に しな くては./｣という想いをクラス全体で共有
できるように しなければな らないと考えた｡実際には,学校医や養護教員の協力を事前 に
得,また病弱養護学校の教員にも協力を得て,学習を展開す ることとした｡実践は長崎市
内の 2小学校 で,対象学年 は 3年, 4年, 6年である｡それぞれの展開は若干異なる.もの
の, ここでは4年生の展開を表25と して掲 げる｡
この学習では ｢発熱｣｢頭痛｣｢腹痛｣等を, 自らのか らだの訴え として捉え,それ らが
起 る仕組みやその対処法を調べることをとお して, 自らのか らだの仕組みの巧みさに気付
き,それを守 ろうとするとともに,健康の素晴 らしさを実感することを目標 としている(6)0
表25 小学校 4年生 における学習展開
時数 児童の学習活動 教師の支援 .手だて
1 ○ これから ｢健康つてすぼらしい !｣の学習 ◎｢総合的な学習 (健康)｣の学習の進め
本時 ･の進め方について知るo 方を知らせるo
2 ○ ゲス トティーチヤ-に ｢病気の子どもた ◎県立大村養護学校 (病弱着護)の教諭で
本時 ち｣に?いての話を聞くo ある松山明先生に ｢病気の子どもたち｣について,経験を交えた話をして頂き,病気の子どもたちの様子を知らせるo
3 ○ 昨年 1年間の欠席理由調査 (3年生)の資 ◎資料①から,欠席理由には, ｢風邪ー｣
料①から_気付いたことを言う○○ 調べたいこと (テーマ)を決め,計画を立 ｢発熱｣ ｢頭痛｣ ｢腹痛｣の症状が多いことを知らせるo◎そこで,欠席理由に多く見られ,児童に
てるo (テーマ) ｢風邪｣ ｢発熱｣ ｢頭 身近な症状である ｢風邪｣ ｢発熱｣■｢頭
痛｣ ｢腹痛｣のグル｢プ 痛｣ ｢腹痛｣_の4つのテーマに分かれ,ワ-クシ-ト①に計画を立てさせるo
4■5 ○ 各テーマに分かれて,調へるo ◎調べたいことが決まったら,それぞれの(内容) チ-マごとに分かれてこ課題を追求させi① どうして起るのか (原因) る○
② 起つたらどうすればよいか (処置) ◎なお,どうしてもわからないことは,質
③ これから自分が,健康のためにできること (予防)等 問カード①に書かせるo
6 ゲス トティーチヤ-に ｢残された疑問点｣を聞 ◎内科医師,前田貴浩先生に来て頂き ,実
くo 際に児童か質問する場を設定することで｢残された疑 点｣を解決させる○
78 ○ 調べたことをまとめるo ◎.これまでに児童が調べてきたこと盲,(項目) ワークシー ト②に整理させ,様々な方法
①テーマ ②動機 ③方法 ④結果 (原因 .処置 .予防等)⑤考察 .⑥感想 で,まとめさせる○
9 ○ 健康保持についての活動目標を設定し,発 ◎健康を保持 していくため,自分なりの活
表するo 動目標を立てさせ..発表させるo
○ これまでの学習を振 り返って,感想を書 ◎これまでの学習を振 り返って,感想を




10 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 No.42(2004年)
この試みは予想以上に児童に受け入れられ,彼 らの熱心な学習へとつながっていった｡
そして書物等による自主的な学習に一つの-一 ドルが現れる頃に附属病院の医師をゲス ト











な影響を与えてきたことは事実である｡そのため受験競争が過熱 し,多 くの知識 ･技能を






































よる調べ学習が多 くを占めることから,書物が難 しい,或いは児童用にわかりやす く書か
れた書物が少ないことに起因するのかもしれない｡今後の学習の展開にあたって十分配慮
すべき点である｡
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図 6 3年生の学習に対する感想等
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図 7 4年生の学習に対する感想等














られている冊数 も限 られているという問題点 も浮かび上がった｡又,教員と児童が一緒に
なって学習できるための著書 も少なく,今後これ らをどのように補充させてい くかが大き





査 ･分析 した｡さらに,小学校の年間を通 した欠席調査を行 うことによって,症状によっ
て季節毎の増減があることを明らかにした｡これはこの総合的な学習を展開する時期に一
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